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5月13日は寺町の天林寺に高田

の書女一堂が会する大切な日でし

た｡今でいえば｢定期総会｣のような

もので、欠席や遅刻はご法度｡年長

の親方が座元をつとめ、天林寺の和

尚様が｢書女式目｣を読まれるのを、

かしこまって聞きます｡－年の旅の

予定なども確認しました。

女だけの仲間同士で強い絆を保ち

続けていくために、戒律に反するこ

とには｢厳しい罰｣がありました。

七福神の紅一点｢弁財天｣は歌舞音

曲や芸事の守り本尊、各地で雪女た

ちの信仰を集めていました。
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天林寺の｢妙音講｣(昭和初期)に幼い女児も見られる

日時 令和8年5月16日 土午前11時～
一

場所 大龍山天林寺 （上越市寺町3丁目）

当時の雪女講中寄進の打敷きなどを展示説明

高田書女は親方のお寺とお蟇を守

りますが、「蕾女仲間｣としては天林

寺に帰依しています。

儀式と取り決め事が終わると「お

斎の膳」を囲む宴です｡皆々得意の

唄と三味線を披露し、馴染みの薔女

宿の近況を語りあいました｡仲間の

親睦と繁栄を祈る－日でした。

演奏 横川恵子さん(参加費無料,駐車場ご案内）

【書女唄演奏会】同日午後2時(午後1時半開場）

【伊藤妻雄藍督作品上映と対談】午後3時～ 、

場所 薔女ミユージアム高田（東本町1丁目） 講
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ミュージアムでは維持協力金をお願いします
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日時令和8年6月7日目
場所①高田駅前8:55バス出発

②寺町駐車場（浄興寺襄)9:10出発

30分前から受付開始、16:30終了予定
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蕊参加費5,500円/人(昼食付､保険付）

定 員 35人（事前予約､先着順）

予約 5月10日午前9時から受付

（ホームページとInStagramでお知らせ）

予約･問合せ~FI : 025-522-3400 Fax: 522-3 143

高田雪女の文化を保存･発信する会事務局（小j’ 面

に)ひぐちキミヨ

Iﾉ7stagram gozem useum_ takada

/7ttP .'"www. gOze-museum . com/

ma//:/nib@goze-museum. com
NPO法人高田瞥女の文化を保存･発信する会

令和8年度上越市地域独自の予算事業


